
 

●1991年に

8,129頭もい

た土佐赤牛。

2014年には、

種の維持に必

要と言われる

3,000頭の半

分、1,595頭へ

と激減。原因

は 1991年から

強行された牛

肉の輸入自由

化。価格低下、経営困難、後継者不足は当

然の帰結、自由化前 1000戸以上あった肉牛

飼育戸数は僅か 180戸に。高知の畜産農家

は生業を奪われた。 

●先日訪れた土佐町「れいほく未来」は、

土佐赤牛の生産から販売まで行う赤牛増産

の拠点にと設立されたＪＡ出資型の農業生

産法人です。繁殖牛 90頭、肥

育牛 22頭、子牛 29頭（１頭

は訪問した 30分前に誕生し

たばかり！）合計 141頭。あ

と 2年で 400頭にする目標。 

● 食の安

全、そして、

輸入飼料価

格に左右さ

れない自給率向上取組も期待されます。安

全でおいしい肉にするため、稲わらは香南

市・南国市の 25ha の契約農家から調達し、

南国市耕畜連携協議会から WCS300ロール５

ha、嶺北４町村から牧草 4.2ha、牧草地 2.1ha、

水田転作 2.1ha、WCS1.5haを購入していま

す。水田の有効活用と飼料自給率を上げる

ため、稲わら飼料（WCS）だけでなく国産ト

ウモロコシも栽培し肥育する取組も進んで

います。アメリカからのトウモロコシを主

にする輸入飼料の高騰のもと、安全性と循

環型地域経済を取り戻す取組みが期待され

ます。  
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●
国
会
閉
会
の
６
月
１
日
、
消
費
税
１

０
％
は
先
送
り
で
な
く
断
念
を
！
安
倍

首
相
に
日
本
経
済
の
か
じ
取
り
の
資
格

な
し
と
の
国
会
で
の
不
信
任
案
提
出
に

合
わ
せ
て
、
春
名
な
お
あ
き
元
衆
議
員

と
岡
田
や
す
し
市
議
、
は
た
愛
市
議
と

街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
参
院
選
告

示
ま
で
あ
と
わ
ず
か
１
０
日
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●
県
議
会
８
日
か
ら
２
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日
ま
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参
院
選
直
前
ま
で
６
月
定
例 

会
と
な
り
ま
す
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代
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★
１
３
日
午
後
３
時
～ 

中
根
さ
ち
議
員 

是
非
傍
聴
に
お
い
で
く
だ 

さ
い
。 


